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今年で5回目となる北海道風車まつりは、第9回YOSAKOIソ
ーラン祭り北北海道支部大会とあわせて開催されたこともあ
り、7月26日（土）に前夜祭が、7月27日（日）にはとままえ
夕陽ヶ丘未来港公園と古丹別大通の区間で実施され、両日併せ
て約7200人の来場者を集めて無事終了した。
26日（土）の前夜祭は肌寒い中、15チームが熱い踊りを披
露した。27日（日）はYOSAKOIソーラン祭り北北海道支部大
会の審査が行われることもあり、苫前鱗萃会を含む北北海道支
部に所属する9チームは力の入った演舞を披露した。また、招
待チームとして新琴似天舞龍神、北海道大学縁、JAL極楽とん
ぼなどYOSAKOIソーラン祭りにおいて上位を占めたチームの
演舞に会場も魅了されていた。
この他、よさこいの合間に開催された陸上自衛隊留萌駐屯地

音楽隊の演奏や江差追分世界チャンピオンの香澄さんのステー
ジも花を添えたほか、大型ふわふわ遊具やネイルアート体験に
は子供たちが列を作るほど人気を集めていた。特産品直売所や
味の屋台村では、メロンや鮮魚などの海の幸山の幸が低価で販
売されにぎわっていた。また、港では「ゆりかもめ」によるポ
ートウォッチングを楽しんでいる来場者も見受けられた。
一方、古丹別会場でも古丹別大通のまさ亭前から花井商店前
までを通行止めとし、各チームの演舞が行われた。古丹別を会
場としたイベントの開催がなかったこともあり、沿道には多く
の住民が集まった。
YOSAKOIソーラン祭り北北海道大会の審査では、地元苫前
鱗萃会と北鼓童なよろの2チームに絞られ、再演舞の結果、苫
前鱗萃会が２年ぶり２回目の最優秀賞を受賞した。
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苫前商業高等学校（金濱茂校長91名）で学
校祭が開催された。初日には、校舎前に各学
年とＰＴＡによる模擬店が所狭しと軒を連ね、
豊富なメニューで来場者
を魅了した。
野外ステージでは、カ
ラオケなど各学年が趣向
を凝らしたイベントで盛
り上がりを見せていた。

7月19日（土）
20日（日）

テーマ「八重咲き」

7月19日（土）
20日（日）
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六
月
二
十
七
日
（
金
）
留
萌
支
庁

地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の

「
第
二
十
六
回
留
萌
支
庁
地
区
高
齢
者

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
交
歓
競
技
大
会
」
が

苫
前
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
行
わ
れ
た
。

絶
好
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
日
和
と
な

っ
た
こ
の
日
は
、
苫
前
の
二
チ
ー
ム

を
含
め
、
各
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
十

六
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
四
ブ
ロ
ッ
ク

総
当
り
で
勝
敗
を
競
い
合
っ
た
。

苫
前
か
ら
出
場
し
た
「
苫
前
す
ず

ら
ん
」
と
「
平
成
会
」
の
両
チ
ー
ム

は
、
日
頃
の
練
習
で
鍛
え
上
げ
た
腕

前
を
発
揮
し
た
が
、
惜
し
く
も
優
勝

を
逃
し
た
。
成
績
は
次
の
と
お
り
。

優
勝
増
毛
Ｂ
・
準
優
勝
増
毛
Ａ
・

三
位
苫
前
す
ず
ら
ん
（
金
田
武
、
鎌

田
信
夫
、
大
矢
根
輝
美
、
山
本
ハ
ナ

子
、
貝
野
テ
ル
エ
、
真
鍋
一
安
、
石

川
一
好
）
・
四
位
平
成
会
（
太
田
市

郎
、
千
葉
ト
ミ
、
丹
羽
君
江
、
福
士

和
江
、
新
庄
和
子
、
加
藤
早
智
子
）

高
齢
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

交
歓
競
技
大
会

職
　
場
　
実
　
習

苫
前
商
業
高
等
高
校
（
金
濱
茂
校

長
全
校
生
九
十
一
名
）
の
二
年
生
二

十
六
人
は
、
六
月
二
十
三
日
か
ら
二

十
七
日
ま
で
の
五
日
間
、
役
場
や
と

ま
ま
え
温
泉
ふ
わ
っ
と
、
町
内
各
商

店
で
職
場
実
習
を
行
っ
た
。

こ
れ
は
、
勤
労
体
験
学
習
を
通
じ

て
、
あ
い
さ
つ
や
言
葉
遣
い
な
ど
の

応
対
の
基
本
や
望
ま
し
い
職
業
観
・

勤
労
観
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
例
年

行
わ
れ
て
い
る
。

役
場
の
企
画
振
興
課
の
配
属
と
な

っ
た
山
口
直
也
く
ん
は
、「
ペ
ン
キ
塗

り
ま
で
し
て
い
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
け
ど
、
書
類
の
編
さ
ん
や
バ
ス
停

の
ト
イ
レ
掃
除
の
点
検
ま
で
、
幅
広

く
体
験
で
き
て
良
か
っ
た
。」と
話
し
、

総
務
財
政
課
に
配
属
に
な
っ
た
瀬
波

え
り
か
さ
ん
は
、「
職
員
の
皆
様
に
優

し
く
教
え
て
も
ら
い
、
少
し
慣
れ
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
仕
事
は
好
き
で

す
。」と
実
習
の
感
想
を
話
し
て
い
た
。

二
人
と
も
進
路
志
望
の
ひ
と
つ
に
公

務
員
を
考
え
て
い
る
。

七
月
二
十
二
日
（
火
）
に
東
京
都

内
で
開
催
さ
れ
た
風
力
発
電
推
進
市

町
村
全
国
協
議
会
の
総
会
で
、
会
長

に
森
利
男
苫
前
町
長
が
再
任
さ
れ
た
。

任
期
は
二
年
。

こ
の
協
議
会
は
、
山
形
県
旧
立
川

町
で
風
力
発
電
の
推
進
の
た
め
、
平

成
八
年
七
月
に
設
立
さ
れ
今
年
で
十

二
年
目
を
迎
え
る
。
加
盟
市
町
村
は

全
国
か
ら
五
十
九
市
町
村
。

そ
の
中
で
も
苫
前
町
は
早
く
か
ら

風
力
発
電
を
建
設
し
、
現
在
も
順
調

に
運
転
を
続
け
て
い
る
。

最
近
は
、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
資
源
の

高
騰
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
反
面
、
風
力
発
電
を
初
め
と
す

る
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
は

進
ん
で
い
な
い
。

会
長
就
任
の
挨
拶
で
森
町
長
は
、

風
力
発
電
の
諸
課
題
は
山
積
し
て
い

る
が
、
関
連
団
体
な
ど
と
連
携
を
密

に
し
て
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
「
風
力
発
電
の
推
進
に
尽
く
し
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

風
力
発
電
推
進
市
町
村
全
国
協

議
会
の
会
長
に
森
町
長
が
再
任

七
月
二
十
八
日
（
月
）
に
道
立
厚

岸
少
年
自
然
の
家
を
出
発
し
た
オ
ロ

ロ
ン
ふ
る
さ
と
塾
自
転
車
ツ
ー
リ
ン

グ
（
早
川
日
出
利
同
実
行
委
員
長
）

が
、
八
月
三
日
（
日
）
の
午
後
に
、

参
加
し
た
子
供
た
ち
十
七
名
全
員
が

羽
幌
町
総
合
体
育
館
へ
ゴ
ー
ル
し
た
。

厚
岸
町
か
ら
羽
幌
町
ま
で
の
約
五

百
十
五
㎞
を
、
七
泊
八
日
の
日
程
で

走
破
す
る
内
容
で
、
途
中
に
は
美
幌

峠
な
ど
、
い
く
つ
か
の
難
関
が
あ
る
。

七
回
目
と
な
っ
た
今
回
は
、
苫
前

町
か
ら
の
参
加
者
は
、
斉
藤
な
な
み

さ
ん
（
古
小
五
年
）
と
成
田
汐
里
さ

ん
（
古
小
五
年
）
の
二
人
で
、「
友
だ

ち
が
た
く
さ
ん
で
き
た
。
美
幌
峠
を

登
っ
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
た
。
何

で
も
最
後
ま
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
に
感
謝

し
た
い
で
す
。」
と
完
走
し
た
抱
負
を

語
っ
た
。

オ
ロ
ロ
ン
ふ
る
さ
と
塾

自
転
車
ツ
ー
リ
ン
グ

苫
前
商
業
部
会
（
五
十
嵐
勉
部
会

長
）
で
は
、
三
作
目
と
な
る
新
作
の

「
エ
コ
バ
ッ
グ
」
を
製
作
し
た
。
こ
の

新
作
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
「
エ
コ
バ
ッ
グ
」

は
、
一
作
目
、
二
作
目
の
利
用
者
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
出
し
て
も
ら

い
改
善
し
た
も
の
。
持
ち
運
び
に
便

利
な
よ
う
に
小
型
、
軽
量
化
の
携
帯

型
で
、
好
み
に
合
わ
せ
て
赤
、
青
、

白
、
緑
、
オ
レ
ン
ジ
色
が
あ
る
。

五
十
嵐
部
会
長
は
「
環
境
へ
の
配

慮
、
ご
み
の
減
量
等
に
配
慮
し
て
、

エ
コ
バ
ッ
グ

を
作
成
し
ま

し
た
。
町
内

商
業
部
会
各

商
店
に
備
え

て
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
自

由
に
お
使
い

下
さ
い
。
」

と
話
し
て
い

た
。 エ

コ
バ
ッ
グ
を

製
作
し
ま
し
た
　

８月 町税の納期
今月は、

町　道　民　税
国民健康保険税
介 護 保 険 料

の納入月です。
納期内納入にご協力願います。
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風力発電の売電状況
（ 町営風来望３基分 ）

20年度の実績 9,988,309円
（H20.3～H20.7）

平成20年7月分の実績
・供給電力量　73,810kWh 

926,130円
（昨年実績 864,020円）

に
大
川
博
文
氏
を
選
出
し
、
小
委
員

会
委
員
に
永
田
紀
男
氏
、
大
川
博
文

氏
、
花
井
幸
重
氏
、
丹
羽
秀
夫
氏
、

村
本
隆
氏
の
五
名
を
選
出
し
た
。

今
回
退
任
さ
れ
た
委
員
は
、
鴨
田

國
一
氏
（
三
期
･
一
般
選
挙
）、
上
田

博
和
氏
（
二
期
･
一
般
選
挙
）、
清
水

英
雄
氏
（
四
期
･
一
般
選
挙
）
の
三

名
で
、
初
総
会
の
開
催
前
に
森
町
長

か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、

こ
れ
ま
で
の
長
き
に
わ
た
る
功
績
を

讃
え
ら
れ
た
。

退
任
さ
れ
た
委
員
の
皆
様
、
大
変

ご
苦
労
様
で
し
た
。

と
ま
ま
え
温
泉
ふ
わ
っ
と
で
、
ア

ジ
ア
ン
プ
ロ
レ
ス
リ
ン
グ
（
畠
中
浩

旭
代
表
）
が
興
行
さ
れ
た
。

レ
ス
ラ
ー
た
ち
は
、
リ
ン
グ
場
外

で
子
供
た
ち
と
戯
れ
な
が
ら
試
合
を

進
め
、
大
技
が
決
ま
る
と
観
客
か
ら

大
き
な
拍
手
や
歓
声
が
沸
き
起
こ
っ

て
い
た
。

四
年
振
り
と
な
っ
た
プ
ロ
レ
ス
興

行
に
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り

ま
で
約
三
百
人

が
観
戦
し
、
迫

力
の
あ
る
技
や

パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
満
喫
し
て

い
た
。

苫
前
町
農
業
委
員
会
選
挙
が
七
月

一
日
告
示
さ
れ
、
一
般
選
挙
の
定
員

で
あ
る
八
名
の
届
出
が
あ
り
、
七
日

に
開
か
れ
た
選
挙
会
に
お
い
て
、
届

出
者
を
も
っ
て
無
投
票
に
よ
る
当
選

が
決
ま
っ
た
。
当
選
者
に
は
内
田
靖

生
町
選
挙
管
理
委
員
長
よ
り
当
選
証

書
が
手
渡
さ
れ
た
。

委
員
を
代
表
し
永
田
紀
男
氏
か
ら

「
厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。
食
の
安
全
が
危

惧
さ
れ
る
中
、
公
平
性
、
透
明
性
を

重
視
し
、
農
業
振
興
に
努
め
た
い
」

と
決
意
が
述
べ
ら
れ
た
。

ま
た
、
七
月
二
十
五
日
に
は
、
農

業
共
済
組
合
、
農
業
協
同
組
合
、
土

地
改
良
区
、
町
議
会
か
ら
推
せ
ん
さ

れ
た
委
員
に
対
し
て
辞
令
交
付
が
行

わ
れ
、
総
勢
十
二
名
の
新
た
な
農
業

委
員
が
出
そ
ろ
っ
た
。

辞
令
交
付
終
了
後
の
初
総
会
で
は
、

会
長
に
永
田
紀
男
氏
、
職
務
代
理
者

花井幸重 (57) 九重
（一般選挙･3期目･小委員会委員）

丹羽秀夫 (55) 長島
（改良区推せん･2期目･小委員会委員）

前川忠雄 (43) 香川
（一般選挙･1期目）

松原幸博 (54) 九重
（共済推せん・2期目）

柴田敏文 (50) 九重
（一般選挙･1期目）

鈴木　均 (56) 古丹別
（一般選挙･4期目）

大川博文 (52) 三渓
（一般選挙･5期目･職務代理者）

大矢根正春 (69) 古丹別
（議会推せん･2期目）

堀　豊昭 (52) 長島
（一般選挙･1期目）

村本　隆 (55) 昭和
（農協推せん･2期目･小委員会委員）

鈴木健明 (63) 岩見
（一般選挙･3期目）

古
丹
別
中
学

校
（
板
谷

校

長
）
の
卓
球
部

が
中
体
連
卓
球

全
道
大
会
出
場

を
目
前
に
控

え
、
役
場
を
訪

れ
、
伊
藤
教
育

長
に
抱
負
と
決

意
を
述
べ
た
。

永田紀男 (66) 旭
（一般選挙･7期目･会長）

ふ
わ
っ
と
で
プ
ロ
レ
ス

ア
ジ
ア
ン
プ
ロ
レ
ス
が
興
行

7/17

7/25

7/28

夕
方
七
時
よ
り
公
民
館
で
行
わ
れ

た
成
人
講
座
「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
」
に
十
三
名
が
挑
戦
し
た
。

庭
か
ら
一
本
、
夏
の
お
花
で
テ
ー

ブ
ル
に
添
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
を
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
安
藤
麻
里

((

社)

日
本
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
協

会
一
級)

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
参

加
者
は
素
敵
な
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
を
仕
上
げ
て
い
た
。

成
人
講
座

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

表
敬
訪
問

古
丹
別
中
学
校
卓
球
部
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地
域
社
会
貢
献
事
業

心
　
か
　
ら
　
感
　
謝
　
申
　
し
　
上
　
げ
　
ま
　
す
　

七
月
七
日
（
月
）
苫
前
建
設
協
会

が
、
古
丹
別
小
学
校
の
ブ
ラ
ン
コ
二

基
、
す
べ
り
台
一
基
、
苫
前
小
学
校

の
ブ
ラ
ン
コ
一
基
の
撤
去
作
業
を
行

っ
た
。

こ
れ
は
、
経
年
劣
化
に
よ
り
腐
食

が
進
み
危
険
と
判
断
さ
れ
、
使
用
で

き
な
く
な
っ
て
い
た
遊
具
を
、
地
域

社
会
貢
献
事
業
の
一
環
と
し
て
撤
去

処
理
し
た
も
の
。

児
童
の
け
が
が
危
惧
さ
れ
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
事
故
が
起
こ
る
前
に

撤
去
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

危
険
遊
具
の
撤
去
作
業

苫
前
建
設
協
会

七
月
八
日
（
火
）
苫
前
建
設
協
会

が
、
地
域
社
会
貢
献
事
業
の
一
環
と

し
て
、
苫
前
町
役
場
庁
舎
の
南
側
駐

車
場
区
画
線
の
補
修
作
業
を
行
っ
た
。

こ
れ
は
、
経
年
劣
化
に
伴
い
区
画

線
の
白
線
が
消
え
か
か
っ
て
お
り
、

駐
車
区
分
が
分
か
ら
ず
不
便
で
あ
っ

た
が
、
維
持
管
理
に
あ
た
っ
て
は
大

変
苦
慮
し
て
い
た
も
の
。

当
日
は
、
厳
し
い
暑
さ
を
も
の
と

も
せ
ず
、
三
名
の
職
員
は
慣
れ
た
手

つ
き
で
次
々
と
白
線
を
引
い
て
い
っ

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

駐
車
場
区
画
線
の
補
修
を
実
施

苫
前
建
設
協
会

七
月
十
七
日
（
木
）
か
ら
二
十
七

日
（
日
）
に
か
け
て
、
堀
松
建
設
工

業(

株)

（
堀
松
一
郎
代
表
取
締
役
社
長
）

が
第
五
回
北
海
道
風
車
ま
つ
り
の
支

援
を
行
っ
た
。

十
七
日
は
、
会
場
と
な
る
未
来
港

公
園
緑
地
帯
の
草
刈
り
作
業
を
行
っ

た
。二

十
六
日
か
ら
の
風
車
ま
つ
り
に

は
、
発
電
機
三
基
、
照
明
灯
二
基
の

貸
与
と
警
備
員
五
名
を
派
遣
し
て
い

た
だ
い
た
。

お
陰
様
で
風
車
ま
つ
り
が
盛
会
に

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

風
車
ま
つ
り
へ
の
支
援

堀
松
建
設
工
業(

株)


